
〔特徴〕

１．販売管理業務の納品書発行・請求書発行・売掛金管理・販売統計の
　　基本処理運用ができます。

２．伝票の様式および販売統計様式はカスタマイズ対応できます。
　　※オプション対応となります。

３．運用するクライアントライセンス数に制限はありません。

４．クラウドシステムのためインターネット環境が必須となります。

ご導入された事業所様からは、

・ 事業所の業態に合わせた帳票で運用できるので利用しやすい。

・ 価格が安いので予算がとりやすい。

　　と、大変好評を頂いております。

〔価格〕

導入費用は、　 \１００,０００（税別）より
　※出張訪問による運用操作指導およびオプション仕様対応は、
　　別途お見積りとさせて頂きます。

システム利用料は、月額 \１０,０００（税別）
　※機能改良サービスやメンテナンスサービスを含みます。
　※複数の異なる部門運用される場合は、別途お見積りとなります。

就労継続支援事業所におけるクリーニングや農産物等の 
販売管理業務の基本処理をローコストで運用できます。 
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システムを起動するとログイン画面が表示されます。

ＩＤ・パスワードは職員毎に設定されています。

ＩＤ・パスワードの設定は［各種設定］の［職員情報］で行います。

権限には、管理者と一般に区別されていますので必ず設定します。
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システムログインと職員情報
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ログインするとトップメニューが表示されます。

左青枠内はシステムを運用するに必要な情報の登録メニューです。

右赤枠内が日常の運用処理のメニューとなります。
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手順１

登録メニューの［各種設定］をクリックすると次の画面が表示されます。

① 各種設定の［得意先情報］を選択して［保守］をクリックすると次の画面が

表示されます。

・ 【得意先コード】は、複数部門での取引先であってもひとつのコード番号で登録

　　　　　　　　　　します。部門別それぞれ登録する必要はありません。

・ 【分類】は、宿泊施設・福祉施設等の売上統計を作成する時の区別になります。

・ 【売上区分】は、掛売上・現金売上の区別になります。

・ 【補助一覧】は、納品書や請求書を区別して作成したい場合に登録します。

　　　　　　　　補助コードは得意先毎に１から附番します。
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各種設定で必要な情報を設定する



② 各種設定の［入金区分情報］を選択して［保守］をクリックすると次の画面が

表示されます。

入金先口座や現金を登録します。
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手順２

登録メニューの［見積書作成］をクリックして見積単価入力を行います。

　取引先が発生したら必ず行ってください。

【部門】リストから選択します。

【分類区分】リストから選択します。

【得意先】コード欄でリストから選択します。

【適応月日】作成した見積り単価が有効開始となる日付をカレンダーで入力します。

【納品書単価表示】納品書に単価を印刷するかの有無をリストから選択します。

【締日】請求書の締日をリストから選択します。

【品名】【数量】【単位】【単価】【表示順】を入力します。

単価が未定の場合は 0 で入力します。

入力が終了したら、下部の［見積確定保存］でデータを保存します。

［見積印刷出力］で見積書を発行します。

［見積履歴呼出］で既に入力済みの内容が表示されます。

　品名の追加・削除及び単価を変更して、適応月日を更新して［見積確定保存］

　で新たな条件での見積データとなります。
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得意先毎に商品の見積りを登録する

★重要　見積データを作成しないと納品書発行を行うことができません。



［見積印刷出力］で印刷できます。
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手順３

運用処理メニューの［納品伝票発行］をクリックします。

【分類】で得意先を絞り込みます。

【得意先】を選択し、【納品日】を入力すると見積データが表示されます。

今回納品する品名の【数量】を入力します。

（数量を入力した商品のみが本日の売上になります。）

下部ボタンの

【伝票保存】は納品データとして保存するのみで、後で納品書発行します。

【伝票保存印刷】は納品データとして保存し、納品書用紙に印刷出力します。

【伝票呼出】は過去の納品データを呼び出して、修正後に納品書再発行したり

　　　　　　伝票を削除できます。

※ 伝票削除は、画面にデータを表示させてから【伝票削除】をクリックします。

※ 現金売上または都度請求する場合は、［売上区分］を現金売上に変更して

下部ボタンの【請求書印刷】では、納品データとして保存され請求書用紙に

印刷出力します。

※ ページが複数となる伝票の場合は、

［クリーニング］は最終ﾍﾟｰｼﾞに合計金額を表示します。
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日々の納品書を発行する



［伝票保存印刷］で納品書を印刷できます。
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運用処理メニューの［請求内訳書］をクリックします。

日々の納品データが伝票№毎に明細で出力されます。

納品期間を、得意先の締日期間に合わせて印刷することで請求内訳書となります。

※但し、消費税額は表記されません。
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日々の納品データを請求内訳書として印刷する

エクセル観光ホテル 



手順４

運用処理メニューの［入金入力］をクリックすると次の画面が表示されます。

・[入金区分]（銀行口座）毎に通帳と照合しながら入力ができます。

＜下部入力履歴欄について＞

・入金表示開始日を指定すると、それ以降のデータのみ表示します。

・得意先絞り込み表示を指定すると、その得意先のみ表示します。
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入金処理を行う



入金入力を終えたら

運用処理メニューの［入金明細表］をクリックして、開始日と終了日を

カレンダー入力して［印刷出力］をクリックします。
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手順５

３か月間の入金・売上・繰越額の推移を管理できます。

運用処理メニューの［請求残高一覧表］をクリックすると次の画面が表示されます。

作成年月を指定して［印刷実行］をクリックします。
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請求残高一覧表を印刷する



手順６

運用処理メニューの［請求明細書］をクリックすると次の画面が表示されます。

※ 消費税額の表示について

消費税額表示の表示・非表示の切り替えができます。
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請求明細書を印刷する



手順７

運用処理メニューの［請求書(鏡)］をクリックすると次の画面が表示されます。
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請求書（鏡）を印刷する



手順８

運用処理メニューの［得意先元帳］をクリックすると次の画面が表示されます。

 ＜作成年月度＞で月度の指定について

 20日締めの得意先は、21日～翌20日までのデータで印刷されます。

 末日締めの得意先は、1日～末日までのデータで印刷されます。

作成年月を指定して、印刷の対象先を選択し［印刷実行］ます。

※最終行に消費税額が表示されますので、請求明細書と同じ金額となります。
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得意先元帳を印刷する



手順９

運用処理メニューの［得意先品目別売上推移表］をクリックすると次の画面が

表示されます。

※締日に関係なく１日～末日で売上集計しますので、請求額と合致しません。

部門を選択し、対象先をチェックして［印刷出力］をクリックします。
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得意先品目別売上推移表を印刷する



手順10

運用処理メニューの［分類別得意先別売上推移表］をクリックすると次の画面が

表示されます。

※締日に関係なく１日～末日で売上集計しますので、請求額と合致しません。

部門を選択し、対象先をチェックして［印刷出力］をクリックします。
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分類別得意先別売上推移表を印刷する



手順11

運用処理メニューの［分類別品目別売上推移表］をクリックすると次の画面が

表示されます。

部門を選択し、対象先をチェックして［印刷出力］をクリックします。
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分類別品目別売上推移表を印刷する


